
多
田
南
嶺

一

さ
て
、
南
嶺
研
究

で
あ
る
。
し
か
し
、

現
段
階
で
、
伝
記

は
じ

多
田
南
嶺
は
、
江

神
道
・
有
職
故
実
の

み
、
浮
世
草
子
・
役

与
す
る
。

近
年
の
研
究
に
よ

層
明
確
に
認
識
さ
れ

多
田

の
生
年

生
年
の
未
確
定

を
今
後
さ
ら
に
進
め
て
い
く
上
で
、
伝

い
ま
だ
未
解
決
の
基
本
的
な
問
題
も
存

の
基
準
に
な
る
生
年
が
確
定
し
て
い
な

め
に

戸
時
代
中
期
、
主
に
上
方
で
活
躍
し
た

学
者
を
本
業
と
し
な
が
ら
、
和
歌
・
俳

者
評
判
記
・
劇
書
の
代
作
を
行
い
、
絵

っ
て
、
江
戸
文
学
史
上
に
お
け
る
南
嶺

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

南
嶺
の
生
年

記
調
査
は
不
可
避

在
す
る
。

い
。
南
嶺
が
他
界

な
根
拠
が
な

近
年
、
古

昭
和
五
十
九

平
成
十
二
年

い
は
五
十
七

文
化
人
で
あ
る
。

諧
・
漢
詩
文
を
嗜

本
の
製
作
に
も
関

の
重
要
性
は
、
一

い
。
ま
た
、

発
見
さ
れ
て

な
い
の
で
あ

従
来
、
南

十
一
年
（
一

し
た
年
は
、

か
っ
た
。

相
正
美
氏
「
多
田
義
俊
年
譜
考
」（「
近

年
五
月
）・
同
氏
『
国
学
者
多
田
義
俊

二
月
）
が
、
諸
資
料
を
検
証
し
、
南
嶺

歳
と
考
え
、
最
終
的
に
五
十
七
歳
を
優

あ
る
時
点
で
何
歳
で
あ
っ
た
か
を
確
実

い
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

る
。二

研
究
史

嶺
の
享
年
を
五
十
三
歳
と
し
、
そ
こ
か

六
九
八
）
と
認
定
し
て
き
た
。
し
か
し

神

谷

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
で
動
か
な
い

六
三

世
和
歌
文
学
誌
」
第
一
集

南
嶺
の
研
究
』（
勉
誠
出
版

の
享
年
を
五
十
五
歳
あ
る

位
と
す
る
。
つ
ま
り
生
年

に
示
す
資
料
も
現
在
ま
で

生
年
が
は
っ
き
り
し
て
い

ら
逆
算
し
て
生
年
を
元
禄

な
が
ら
、
こ
れ
に
は
確
実

勝

広

が
、
享
年
が
明
確
で
は
な



の
か
ど
う
か
、

と
述
べ
る
。
つ
ま
り

稿
者
は
、
五
十
七

考
え
る
。
そ
の
根
拠

三

五
十
五
歳
没
説
の

年
で
三
十
七
歳

は
元
禄
七
年
と

こ
れ
ら
の
根
拠

し
か
し
、
同
書
の
「

多
田
義
俊
の
生

生
年
の
疑
問
が

が
よ
か
っ
た
か

多
田
南
嶺

を
元
禄
七
年
（
一
六

今
ま
で
通
説
と

残
る
説
に
関
し

五
十
五
歳
説
を

か
。
以
前
の
年

を
元
禄
七
年
と

今
後
も
考
え
て
行
き
た
い
。

、
い
ま
だ
確
定
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い

歳
没
説
を
採
用
し
、
生
年
を
元
禄
七
年

を
以
下
に
示
す
。

五
十
五
歳
没
説
へ
の
疑
義

根
拠
を
突
き
詰
め
る
と
、
国
会
図
書
館

と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
没
年
は

な
る
の
で
あ
る
。
通
説
と
は
四
年
の
違

を
頼
っ
て
、
本
年
譜
は
生
年
元
禄
七
年

お
わ
り
に
」
で
は
、

涯
と
業
績
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
年

い
ま
だ
に
残
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、

な
ど
と
い
う
煩
悶
が
あ
る
。
し
か
し
、

の
生
年

九
四
）
と
見
な
し
て
い
る
。

な
っ
て
い
た
五
十
三
歳
説
が
誤
り
で
あ

て
は
、
決
定
的
な
資
料
は
な
い
。
本
人

と
る
か
、
知
人
の
言
だ
と
思
わ
れ
る
五

譜
考
で
は
本
人
の
言
を
と
り
五
十
五
歳

し
た
。
し
か
し
、
義
俊
が
江
戸
へ
下
っ

。（
一
六
九
四
）
と

所
蔵
写
本
『
日
本

あ
る
い
は
そ

書
館
所
蔵
写

る
こ
と
も
困

ど
ち
ら
が
正

本
『
日
本
声

こ
の
状
況
か

失
っ
た
と
い

五
十
七
歳
、
生
年

い
が
で
る
の
だ
が
、

と
し
て
作
成
す
る
。

譜
に
関
し
て
は
、

五
十
五
歳
没
の
方

そ
れ
が
よ
か
っ
た

（
論
文
末
尾
に

て
い
る
。
こ

問
題
は
「

え
な
い
。「
三

の
縦
棒
が
か

想
像
で
き
る

生
じ
て
し
ま

る
事
は
確
か
で
、

の
言
と
思
わ
れ
る

十
七
歳
説
を
と
る

説
、
つ
ま
り
生
年

た
の
が
享
保
十
五

声
母
伝
』
の

と
記
載
さ
れ

年
の
寛
延
三

蔵
写
本
の
該

る
。と

こ
ろ
が

の
逆
な
の
か
。
こ
の
判
断
は
容
易
に
つ

本
・
架
蔵
写
本
と
も
に
、
書
写
年
次
お

難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
五
十
三

確
で
あ
る
か
は
明
言
で
き
な
い
。
も
は

母
伝
』
を
確
実
性
の
あ
る
資
料
と
し
て

ら
す
れ
ば
、
五
十
五
歳
没
説
は
、
決
め

え
る
の
で
は
な
い
か
。

示
す
）
の
よ
う
に
、「
寛
延
元
戌
辰
年

ち
ら
で
あ
れ
ば
、
没
年
は
「
五
十
七
歳

三
」
と
「
五
」
の
相
違
だ
が
、
こ
の
違

」
と
「
五
」
は
、
書
写
さ
れ
て
い
く

す
れ
る
な
ど
し
て
不
明
瞭
と
な
り
、
混

。
ま
た
、
字
体
が
少
し
く
ず
れ
て
し
ま

う
。「
三
」
が
正
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

巻
末
に
、
本
人
の
言
と
し
て
、「
寛
延

て
い
る
こ
と
に
絞
ら
れ
る
。
秀
樹
と
あ

年
に
は
二
歳
加
え
て
、「
五
十
五
歳
」

当
部
分
は
、
実
見
し
た
が
確
か
に
「
五

、
稿
者
が
最
近
入
手
し
た
『
日
本
声
母

か
な
い
。
ま
た
、
国
会
図

よ
び
諸
本
系
統
を
確
定
す

歳
」
と
「
五
十
五
歳
」
の

や
、
国
会
図
書
館
所
蔵
写

重
視
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

手
と
な
る
根
拠
を
事
実
上

秀
樹
五
十
五
歳
」
と
な
っ

」
で
あ
る
。

い
は
微
妙
と
い
わ
ざ
る
を

中
で
、
た
と
え
ば
、「
五
」

同
さ
れ
る
危
険
性
が
十
分

え
ば
、
誤
写
の
危
険
性
も

「
五
」
が
誤
り
な
の
か
、

六
四

元
戌
辰
年
秀
樹
五
十
三
歳
」

る
の
が
南
嶺
で
あ
り
、
没

と
な
る
。
国
会
図
書
館
所

十
三
歳
」
と
書
か
れ
て
い

伝
』
の
該
当
部
分
は
、
図



多
田
南
嶺

ら
れ
る
。

と
す
る
。
兵
部
は
南

の
根
拠
と
し
て
重
視

稿
者
は
、
国
学
院

そ
の
際
、「
一
宮
神
主

七
三
〇
）
に
三
十
七

歳
と
な
る
。
こ
れ
は

ま
た
、
古
相
氏
は

河
野
省
三
氏
に

談
聞
書
大
略
』

神
主
温
居
（
佐

被
申
候
」
と
あ

四

で
は
、
改
め
て
五

古
相
氏
も
既
に
指

向
し
て
い
る
。『
神
代

十
七
歳
の
冬
関
東
へ

園
基
香
に
仕
え
て
い

あ
る
こ
と
か
ら
、
享

の
生
年

嶺
の
通
称
の
一
つ
で
あ
る
。
古
相
氏
が

し
た
知
人
（
一
宮
神
主
温
居
）
の
言
で

大
学
附
属
図
書
館
河
野
文
庫
で
右
の
資

温
居
」
と
さ
れ
て
き
た
部
分
が
誤
読

歳
な
ら
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の

有
力
な
傍
証
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い

、よ
る
と
、『
多
田
氏
神
代
巻
神
武
紀
中

（
河
野
文
庫
所
蔵
写
本
一
冊
、
寛
保
元

分
清
円
か
）
の
話
と
し
て
、「
右
兵
部

る
事
か
ら
、
元
禄
七
年
生
、
没
年
五
十

五
十
七
歳
没
説
の
補
強

十
七
歳
没
説
を
検
証
す
る
。

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
南
嶺
は
、
享
保
十

古
義
』（
蓬
左
文
庫
所
蔵
写
本
）
に

趣
き
玉
ふ
」
と
見
え
る
。
南
嶺
は
、
こ

た
。
園
基
香
が
伝
奏
役
を
辞
す
る
の
が

保
十
五
年
の
江
戸
下
り
は
動
か
な
い
。

、
五
十
七
歳
没
説

あ
る
。

料
を
実
見
し
た
。

さ
れ
て
い
る
こ
と

置
い
て
他
に

佐
分
清
円

い
て
い
る
。

れ
ば
、
楽
な

た
。
河
村
秀

没
年
時
に
五
十
七

か
。

臣
祓
并
職
原
抄
講

年
成
）
に
、
一
宮

当
年
四
拾
八
に
成

七
歳
の
説
も
考
え

佐
分
清
円

な
ど
の
通
称

〇
）
に
生
ま

一
宮
真
清
田

（
一
七
三
六
）

ど
と
も
交
流

ば
れ
る
人
物

五
年
に
江
戸
に
下

、「
多
田
先
生
、
三

の
時
期
、
伝
奏
役

、
享
保
十
六
年
で

享
保
十
五
年
（
一

字
体
の
く
ず

あ
る
。
従
来

物
を
指
す
こ

居
」
に
想
定

る
こ
と
を
証

清
円
か
と
推

宮
神
主
隠
居

に
気
づ
い
た

い
な
い
。

は
、
一
宮
か
ら
津
島
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
出

一
宮
と
津
島
は
約
十
五
キ
ロ
離
れ
て
い

移
動
距
離
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
南

根
が
、
南
嶺
か
ら
『
神
代
巻
』
に
関
す

（
さ
ぶ
り
き
よ
の
ぶ
、
あ
る
い
は
き
よ

を
持
ち
、
清
田
（
き
よ
た
）
と
も
号
し

れ
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
八
十

神
社
の
神
主
に
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇

に
隠
居
を
し
て
い
る
。
学
問
を
好
み

し
た
。
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
頃
に

と
な
れ
ば
、
時
期
的
に
い
っ
て
も
元
文

し
が
や
や
き
つ
く
、「
温
」
の
字
体
に

の
「
一
宮
神
主
温
居
」
な
ら
ば
「
温
居

と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
古
相
氏
は
、
佐

し
て
い
る
が
、
そ
う
な
る
と
清
円
が

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
証
明

測
す
る
ほ
か
な
く
、
信
頼
性
に
疑
問
符

」
と
な
れ
ば
、
佐
分
清
円
と
確
定
で
き

。
該
当
箇
所
は
、「
一
宮
神
主
隠
居
」

六
五

向
い
て
南
嶺
の
講
義
を
聴

る
。
清
円
の
年
齢
を
考
え

嶺
も
清
円
を
重
視
し
て
い

る
講
義
を
受
け
た
際
に
、

つ
ら
）
は
、
右
京
・
内
記

た
。
延
宝
八
年
（
一
六
八

六
歳
で
他
界
す
る
。
尾
張

二
）
に
な
り
、
元
文
元
年

、
尾
張
藩
の
天
野
信
景
な

「
一
宮
神
主
隠
居
」
と
呼

元
年
に
隠
居
し
た
清
円
を

も
近
似
す
る
が
、「
隠
」
で

」
と
い
う
号
を
持
っ
た
人

分
清
円
を
「
一
宮
神
主
温

「
温
居
」
の
号
を
持
っ
て
い

が
で
き
な
い
限
り
、
佐
分

が
つ
く
。
し
か
し
、「
一

る
。

と
判
読
で
き
た
。「
隠
」
の



約
を
切
不
申
候

其
証
人
は
馬
場

と
あ
る
。
事
実
上
、

右
に
述
べ
た
よ
う

こ
の
よ
う
な
清
円
の

ま
た
、
付
言
し
て

并
職
原
抄
講
談
聞
書

「
当
門
人
ニ
テ
モ
佐
分

た
こ
と
が
想
像
で
き

に
し
た
よ
う
で
あ
る

日
記
』（
大
神
宮
叢
書

つ
い
て
、

き
よ
田
事
、
聞

門
・
五
味
与
市

多
田
南
嶺

次
の
よ
う
な
こ
と
を

立
鶴
舞
図
書
館
所
蔵

此
幽
ノ
巻
書
物

是
モ
書
写
サ
ス

ア
ラ
マ
シ
ヲ
伝

是
ハ
甚
重
キ
コ

。
左
様
に
被
存
候
事
に
候
て
、
其
時
約

氏
五
味
氏
に
て
候
。

縁
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

に
、
南
嶺
と
佐
分
清
円
は
い
ろ
い
ろ
と

証
言
な
ら
ば
、
信
憑
性
は
高
い
と
見
な

お
け
ば
、
先
に
あ
げ
た
『
多
田
氏
神
代

大
略
』
の
編
者
は
従
来
不
明
で
あ
っ
た

清
田
一
人
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
大

る
。
も
っ
と
も
、
南
嶺
は
、
最
終
的
に

。
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
成
立
の
南

）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
萱
生
由
旧
宛

書
写
物
を
も
去
々
年
取
返
し
申
筈
に

、
其
儀
に
被
参
候
処
、
段
々
被
誤
候
趣

の
生
年

言
わ
れ
た
ら
し
い
。『
神
代
幽
巻
伝
授

写
本
）
の
寛
保
三
年
八
月
二
日
に
見
え

一
巻
後
小
松
院
ノ
御
書
有
之
相
伝
セ
シ

ル
事
ハ
当
流
ニ
テ
カ
タ
ク
不
免
、
只
口

ル
ノ
ミ
、
本
文
書
写
ハ
当
門
人
ニ
テ
モ

ト
故
、
他
ヘ
遣
シ
難
シ
。

を
切
被
申
候
筈
候
。

関
わ
り
が
深
い
。

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

巻
神
武
紀
中
臣
祓

が
、
同
書
の
表
紙

七
十
三
歳
で

き
に
い
く
の

表
紙
に
あ
る

へ
養
子
に
出

書
館
所
蔵
写

太
作
（
後
の

（
一
八
〇
〇
）

切
な
門
人
で
あ
っ

清
円
を
破
門
同
然

嶺
の
随
筆
『
宮
川

書
簡
で
、
清
円
に

て
、
馬
場
六
右
衛

故
、
是
迄
子
弟
の

右

当
時
の
名
古

げ
は
る
）
が

暦
四
年
（
一

尾
張
藩
士

主
徳
川
綱
誠

九
年
（
一
七

口
伝
』（
名
古
屋
市

る
一
条
、

ム
ル
。
然
レ
ド
モ

伝
ヲ
以
テ
其
文
ノ

佐
分
清
田
一
人
也
。

に
次
の
よ
う

定
で
き
る
。寛

多
田
氏

神
代

講
談

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
老
齢
に
も
関
わ

で
あ
る
か
ら
、
な
か
な
か
の
学
問
好
き

「
太
作
」
は
、
重
治
が
晩
年
に
も
う
け

た
庵
原
守
富
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。『

本
）
で
自
分
の
こ
と
を
「
千
村
英
山
倅

庵
原
守
富
）
は
、
享
保
十
一
年
（
一
七

没
、
尾
張
藩
の
書
物
奉
行
に
ま
で
な

太
作
聞
書
モ
別
ニ
有
之

英
山
翁

屋
で
英
山
の
号
を
持
つ
人
物
と
な
れ
ば

考
え
ら
れ
る
。
彼
は
、
寛
文
九
年
（
一

七
五
四
）
に
八
十
六
歳
で
没
し
て
お
り

で
あ
っ
た
千
村
重
治
は
、
天
和
三
年

の
小
姓
と
な
り
、
の
ち
に
大
番
頭
（
千

二
四
）
に
致
仕
し
て
い
る
。
寛
保
元
年

な
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
編
者
が
ど
の

保
元
辛
酉
年

巻
神
武
紀
中
臣
祓
并
職
原
抄

聞
書
大
略

ら
ず
、
南
嶺
の
講
義
を
聴

と
い
え
る
。
ま
た
、
右
の

た
息
子
で
、
後
に
庵
原
家

庵
原
守
富
日
記
』（
鶴
舞
図

太
作
」
と
言
っ
て
い
る
。

二
六
）
生
、
寛
政
十
二
年

っ
て
い
る
。
学
問
好
き
で

、
千
村
重
治
（
ち
む
ら
し

六
六
九
）
に
生
ま
れ
、
宝

、
年
代
的
に
も
合
致
す
る
。

（
一
六
八
三
）
出
仕
し
、
藩

石
）
に
ま
で
な
る
。
享
保

（
一
七
四
一
）
時
点
で
は
、

六
六

よ
う
な
人
物
だ
っ
た
か
確



多
田
南
嶺

子
な
り
。
其
後

が
門
人
と
な
り

介
に
て
、
壺
井

と
あ
る
。
南
嶺
が
、

現
在
は
伊
丹
市
に
含

さ
ら
に
、
別
な
資

井
義
知
に
享
保
十
二

「
壺
井
氏
と
予
疎
遠
の

丗
一
歳
多
田
に

略
〕
随
て
物
習

か
せ
け
る
。
爰

て
、
小
幡
孫
次

の
影
響
で
も
あ
ろ
う

所
蔵
写
本
）
と
い
う

之
書
」
と
し
て
三
十

直
接
多
く
の
教
え
を

よ
っ
て
、『
多
田
氏

南
嶺
と
直
接
交
渉
の

の
資
料
的
な
素
性
の

文
化
人
と
の
交
流
も

の
生
年

大
坂
に
て
、
予
が
家
に
来
り
、
い
か
ゞ

、
は
か
ら
ず
も
又
大
鹿
に
同
じ
く
住
け

氏
の
門
人
と
は
な
り
た
り
。

三
十
一
歳
の
時
、
摂
津
国
大
鹿
（
伊
丹

ま
れ
る
）
に
移
住
し
た
後
に
、
伊
藤
右

料
か
ら
も
、
五
十
七
歳
没
説
が
補
強
で

年
ま
で
に
入
門
し
て
い
る
。
南
嶺
の
随

事
」
に
よ
れ
ば
、

隣
る
、
大
鹿
に
蟄
す
。
学
問
の
為
也

ふ
が
う
ち
、
伊
丹
大
鹿
の
人
に
、
神
史

に
伊
藤
右
膳
忠
宜
と
い
ふ
人
有
。
元
は

右
衛
門
伝
を
受
、
軍
学
者
也
。〔
中
略

。
彼
の
蔵
書
目
録
が
、『
庵
原
蔵
書
目

形
で
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
、

ほ
ど
の
書
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
太

受
け
た
と
判
断
で
き
る
。

神
代
巻
神
武
紀
中
臣
祓
并
職
原
抄
講

あ
っ
た
人
物
が
関
与
し
記
録
し
た
と
確

正
し
さ
は
、
裏
づ
け
ら
れ
る
と
い
え
る

盛
ん
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
学
問
好
き
は

思
は
れ
け
ん
。
予

る
が
、
此
人
の
媒

の
北
隣
の
地
域
、

膳
忠
宜
を
介
し
て

こ
こ
で
、

を
取
り
上
げ

序
文
を
有
す

此
書
者

延
所
撰

き
る
。
南
嶺
は
壺

筆
『
蓴
菜
草
紙
』

。
叔
父
祝
氏
〔
中

職
原
抄
な
ど
読
き

予
州
松
山
の
人
に

〕
壺
井
先
生
の
弟

南
嶺
は
、
享

な
け
れ
ば
な

し
て
、
も
し

れ
ば
、
五
十

五
十
五
歳
没

生
じ
て
し
ま

享
保
九
年
の

録
』（
鶴
舞
図
書
館

「
多
田
氏
よ
り
伝
来

作
は
、
南
嶺
か
ら

談
聞
書
大
略
』
は
、

定
で
き
る
。
同
書

だ
ろ
う
。

『
中
臣
祓
古
義

刊
行
已

先
生
の

と
も
記
述
す

よ
り
も
六
・

井
に
入
門
し

仮
に
五
十

、
お
そ
ら
く
実
父

壺
井
へ
入
門『

和
語
精
要
』（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書

る
。
こ
の
書
は
、
言
葉
の
語
源
を
解
く

る
。

註
和
訓
之
古
記
文
也
。
而
未
知
何

云
々
。
政
仲
案
此
説
非
也
乎
。
叙
文

保
十
一
年
に
大
鹿
に
移
住
し
、
す
ぐ
さ

ら
な
い
。
時
間
的
に
不
可
能
で
は
な
い

享
保
十
一
年
以
前
に
、
南
嶺
の
大
鹿
移

五
歳
没
説
は
、
矛
盾
を
起
こ
し
て
し
ま

説
は
、
既
に
有
力
な
根
拠
を
失
っ
て
い

え
ば
、
も
は
や
成
り
立
ち
え
な
い
。
一

移
住
と
な
り
、
時
間
的
な
余
裕
が
あ
る

』
に
関
連
し
、

前
に
行
は
る
ゝ
事
六
七
年
、
初
は
中
臣

序
も
あ
り
。

る
。『
中
臣
祓
古
義
』
刊
行
は
享
保
十

七
年
前
な
ら
ば
、
享
保
十
年
・
十
一
年

て
い
た
か
ら
に
は
、
大
鹿
へ
の
移
住
は

五
歳
没
説
を
採
用
す
る
と
、
三
十
一
歳

し
た
と
す
る
。
加
え
て
、
南
嶺
の
随

六
七

館
石
崎
文
庫
所
蔵
写
本
）

も
の
で
あ
る
が
、
南
嶺
の

人
之
撰
。
一
説
卜
部
兼

曰
先
君
伯
三
位
、
又
雁
訓

ま
壺
井
に
入
門
し
た
と
し

が
、
か
な
り
厳
し
い
。
そ

住
が
行
わ
れ
た
と
判
明
す

う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

る
。
さ
ら
に
、
矛
盾
ま
で

方
、
五
十
七
歳
没
説
な
ら
、

。 祓
古
義
弁
疑
と
し
て
壺
井

六
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

に
な
る
。
こ
の
時
点
で
壺

そ
れ
以
前
で
あ
る
。

が
享
保
十
一
年
に
当
た
り
、

筆
『
宮
川
日
記
』
で
は
、



注

同
書
に
は
「
寛

巻
講
談
」
な
ど
と

で
、

若
宮
神
主
氷

八
日
の
間
に

は
広
井
八
幡

て
い
た
こ
と
が
確
定

え
な
く
な
る
。

ま
と

今
後
新
た
に
、
決

述
べ
た
事
柄
に
基
づ

し
た
と
判
断
し
、
生

多
田
南
嶺

註
云
家
君
父曰
仲

伯
業
資
王
之
撰

狼
藉
乎
。

享
保
十
年

政
仲
は
、
南
嶺
の
別

名
も
記
す
。
こ
の
資

保
元
年
八
月
十
六
日
よ
り
多
田
兵
部
義
俊
於

月
日
と
場
所
の
記
述
が
存
在
す
る
。
古
相

室
亮
長
宅
に
お
い
て
八
月
十
六
日
に
開
講
し

本
文
・
一
書
の
講
釈
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま

宮
に
お
い
て
『
中
臣
祓
』
を
開
巻
し
て
も
い

で
き
る
。
こ
の
確
定
に
よ
り
、
五
十
五

め定
的
な
資
料
が
提
示
さ
れ
て
否
定
さ
れ

き
、
南
嶺
は
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇

年
も
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
と
認
定

の
生
年

公
、
又
弓
訓
註
云
先
朝
者
指
順

也
乎
。
以
祖
父
写
置
之
本
政
仲
猥

三
月

大
鹿

多
田
政
仲
判

号
で
あ
る
。
享
保
十
年
三
月
と
あ
り
、

料
か
ら
、
南
嶺
は
享
保
十
年
三
月
以
前

若
宮
神
主
宅
に
神
代

氏
は
、
前
出
書
の
中

、
十
八
日
か
ら
二
十

た
、
二
十
五
日
夜
に

る
。

阿
部
秋
生

拙
稿

日
本
随

『
和
語

氏
「
山
岸

俊
偽
作
説

れ
て
い
る

〔
付
記
〕
資

歳
没
説
は
成
立
し

な
い
限
り
、
右
に

）
五
十
七
歳
で
没

す
べ
き
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち

に
お
り
、

き
で
あ
る

又
兵
衛
・

若
宮
八
幡

住
ん
で
い

中
心
に
活

河
村
秀

享
二
年

徳
院
。
則
恐
神
祇

加
朱
点
。
頗
似

し
か
も
大
鹿
と
地

に
大
鹿
に
移
住
し

と
指
摘
さ

こ
れ
は
名

の
城
下
に

か
ら
な
い

い
て
も
二

を
し
て
い

っ
た
と
は

能
で
は
な

氏
『
河
村
秀
根
』（
昭
和
十
七
年

三
省
堂

「
多
田
南
嶺
と
尾
張
」（「
東
海
近
世
」
十
二
号

筆
大
成
本
に
よ
り
、
振
り
仮
名
な
ど
を
適
宜

精
要
』（
別
名
『
和
訓
精
要
鈔
』）
に
南
嶺
序

文
庫
蔵
『
落
窪
の
草
子
』
奥
書
の
真
偽
｜

に
及
ぶ
」（「
芸
文
研
究
」
五
十
二
号

一
九

。料
の
閲
覧
を
許
可
い
た
だ
い
た
国
学
院
大
学

、
寛
保
元
年
八
月
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま

「
若
宮
」「
広
井
」
の
両
八
幡
宮
で
、
講
義
を

。
な
お
、
名
古
屋
に
お
け
る
南
嶺
の
有
力
門

五
味
与
市
・
杉
崎
又
兵
衛
・
中
村
三
郎
兵
衛

宮
・
広
井
八
幡
宮
周
辺
に
存
在
し
て
い
る
。

た
か
は
現
在
未
詳
で
あ
る
が
、
名
古
屋
城
下

動
し
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

根
は
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
五
月
に
、

（
一
七
四
五
）
に
は
門
人
教
授
ま
で
許
可
さ
れ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
津
島
の
「
若
宮
」
と

古
屋
の
城
下
の
「
若
宮
八
幡
宮
」
で
あ
ろ

あ
り
、「
若
宮
八
幡
宮
」
と
も
近
接
す
る
。

。
直
線
距
離
で
一
・
五
キ
ロ
ほ
ど
し
か
な
く

キ
ロ
ほ
ど
で
あ
る
。
南
嶺
が
、
十
八
日
か
ら

て
、
途
中
一
日
し
か
も
夜
の
み
移
動
し
て
名

考
え
に
く
い
。
名
古
屋
と
津
島
は
十
五
キ
ロ

い
が
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
よ
う
な
強
行
軍
を
行）

が
詳
し
い
。

平
成
十
三
年
五
月
）
参
照
。

外
し
た
。

文
が
あ
る
こ
と
は
、
石
川
透

『
阿
漕
の
草
子
』
か
ら
多
田
義

八
八
年
一
月
）
で
も
言
及
さ

附
属
図
書
館
・
国
立
国
会
図

で
、
南
嶺
は
名
古
屋
の
城
下

行
な
っ
て
い
た
と
見
な
す
べ

人
（
馬
場
六
右
衛
門
・
跡
部

・
岡
寺
兵
助
）
の
邸
宅
が
、

南
嶺
が
、
名
古
屋
の
ど
こ
に

の
特
に
右
に
あ
げ
た
地
域
を

ろ
う
。

南
嶺
に
入
門
し
て
い
る
。
延

て
い
る
。
秀
根
に
関
し
て
は
、

六
八考

え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、

う
。「
広
井
八
幡
」
も
名
古
屋

歩
い
て
も
さ
ほ
ど
時
間
は
か

、
道
に
沿
っ
て
多
少
長
く
歩

二
十
八
日
ま
で
津
島
で
講
義

古
屋
の
城
下
で
講
義
を
行
な

ほ
ど
の
距
離
が
あ
る
。
不
可

な
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。



多
田
南
嶺

い
た
し
ま
す
。

図

神
谷
所
蔵
写
本
該

書
館
・
大
阪
府
立

の
生
年

当
部
分

中
之
島
図
書
館
・
名
古
屋
市
立
鶴
舞
図
書
館
・
蓬
左
文
庫
に
感
謝

六
九


